
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 計画的な市街地の形成 

             2 憩いの空間づくり 

             3 良好な住宅地・居住空間の形成 

             4 安心して活動できる空間づくり 

             5 体系的な道路網の整備  

             6 雨水排水対策の推進 

７ 効率的・効果的な下水道の整備  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学生によるまちづくり次世代ワークショップ
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現 状 と 課 題 

 １ 計画的な市街地の形成 

 

 

 

都市化の進展とともに、＊市街地のスプロール化が進んでいます。 

このため、市民の意見を反映した都市整備の基本的な方針や地域の特性を踏まえ

たまちづくり構想の策定とともに、都市計画道路などの整備や土地区画整理事業を

推進し、計画的な市街地の形成を図っていく必要があります。また、美しい自然や

歴史・文化的景観を次代に継承していくため、市民との＊協働のもとで景観づくり

に努めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

 

 

◆ 新しい市街地の指針づくり 

◆ 計画的な市街地の整備 
◆ 良好な景観づくり 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

◆ 新しい市街地の指針づくり ❶ *都市計画マスタープランの策定

◆ 計画的な市街地の整備 ❶ 土地区画整理事業の推進 
❷ 市街地内の都市計画道路の整備

計画的な市街地の

形成 

◆ 良好な景観づくり ❶ 景観保護の指針策定 
❷ 市民の景観意識の醸成 

那須塩原駅北土地区画整理事業の進捗状況  
(ha) (％) (施工面積 44.1ha) 
那須塩原駅土地区画整理事業の進捗状況 

 
 ◇ 西地区 

  施工面積 57.5ha 
  進捗率  100％ 
  工事期間 平成元～17 年度 

◇ 北地区 

  施工面積 44.1ha 
  進捗率  50.8％(17 年度末) 
  工事期間 平成 8～24 年度 

西地区       北地区

那須塩原駅周辺の土地区画整理事業 

目指すべき方向 

施 策 の 体 系 
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成 果 指 標 

 
 

 

◆ 新しい市街地の指針
づくり 

 ❶ 都市計画マスタープランの策定 
・恵まれた自然を活かした安全で便利な市街地を整備す

るため、＊都市計画マスタープランの策定とともに、
＊用途地域の見直しを進めていきます。 

 
◆ 計画的な市街地の整
備 

 ❶ 土地区画整理事業の推進 
・那須塩原市の玄関口にふさわしい新たな市街地拠点を

整備するため、那須塩原駅北土地区画整理事業の早期

完了に努めます。 
❷ 市街地内の都市計画道路の整備 

・市街地の土地利用の増進と交通渋滞の緩和を図るため、

都市計画道路の整備を推進します。 
 

◆ 良好な景観づくり  ❶ 景観保護の指針策定 
・良好な景観の形成を図るため、景観法に基づく＊景観計

画の策定とともに、建築物の用途や形態などを規制する

地区計画の策定に取り組みます。 
❷ 市民の景観意識の醸成 

・景観に対する市民の意識を醸成するため、市民のニー

ズの把握とともに、＊ワークショップや懇談会、シンポ

ジウムなどの開催に努めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 
*都市計画マスタープランの策定 19～20 年度 

那須塩原駅北土地区画整理事業 期間中継続 

３・４・１本郷通り道路改良事業 19～22 年度 
＊景観計画の策定 19～20 年度 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

那須塩原駅北土地区
画整理事業進捗率 

 

 
 

 

 
 

都市計画道路の整備
率 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
50.8% 100 % 45.7% 50.0 %100 % 50.0%

施 策 の 内 容 

主 要 事 業 
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現 状 と 課 題 

 ２ 憩いの空間づくり  

 

 

 

  本市は、田園風景や平地林などの緑の空間や、那珂川に代表される水辺の空間に

恵まれていますが、開発による平地林の伐採や水辺の管理に関する問題が生じてい

ます。 

また、地域の特性を活かした様々な公園や広場などが整備され、多くの市民の散

歩やレクリエーションを楽しむ場として利用されていますが、一方では、施設・設

備の老朽化の進行や民間開発公園の市への移管増加により、維持管理費の増大や管

理が行き届かないといった問題も発生してきています。 

  このため、公園や河川の愛護団体など、地域住民との*協働により管理を行ってい

く体制づくりを進める必要があります。また、公園の施設・設備を整備し利用者の

安全確保を図るとともに、災害時の避難場所としての機能を充実していく必要があ

ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

◆ 公園や水辺の適正な管理 

◆ 都市公園の充実 

◆ 市街地エリア内の緑化の推進 
 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

◆ 公園や水辺の適正な管理 ❶ 公園愛護団体や河川愛護団体へ
の支援 

◆ 都市公園の充実 ❶ 老朽化した公園施設の更新 
❷ 公園機能の充実 

憩いの空間づくり

◆ 市街地エリア内の緑化の推進 ❶ 市民と連携した緑化の推進 

都市公園面積と公園数の推移

148.6 148.6 148.6
156.4 156.4

3232323131

100

125

150

175

200

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

(ha)

0

10

20

30

40
(箇所)公園面積 都市公園数

河川愛護団体の登録状況

44

23232321

0

10

20

30

40

50

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

那珂川河畔公園 

目指すべき方向 

施 策 の 体 系 
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◆ 公園や水辺の適正管
理 

 ❶ 公園愛護団体や河川愛護団体への支援 
・コミュニティ公園や水辺空間など、利用が地域に限定

されるものの管理については、利用者が主体的に管理

する愛護団体を育成し、その活動を支援していきます。

 
◆ 都市公園の充実  ❶ 老朽化した公園施設の更新 

・安全で快適に公園を利用できるよう、老朽化した施設

や設備の更新を計画的に進めていきます。 
❷ 公園機能の充実 

・公園を有効かつ多目的に活用するため、施設の拡充を

図るとともに、災害時の避難場所としての機能の充実

に努めます。 
 

◆ 市街地エリア内の緑
化の推進 

 ❶ 市民と連携した緑化の推進 
・潤いと安らぎのある生活を送れるよう、公園や街路な

どの緑化を推進するとともに、苗木の無償配布などを

通して地域の緑化に努めていきます。 
 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

東那須野公園の施設拡充 21 年度 

那珂川河畔公園プール整備事業 20～21 年度 

公園・河川愛護団体への支援 期間中継続 

 
 

施 策 の 内 容 

主 要 事 業 
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現 状 と 課 題 

 3 良好な住宅地・居住空間の形成 

 

 

 

  世帯数の増加や住宅の郊外への建築により、*市街地のスプロール化とともに、社

会資本の整備が追いつかないなど様々な課題が生じています。 

このため、計画的な土地利用の推進を図るとともに、＊開発許可制度や＊開発指導

要綱の適切な運用により、良好な住宅地の形成に努める必要があります。加えて、

関谷地区など、住宅地としての機能が整備された地区においては、定住化を促進す

る必要があります。 

さらに、市営住宅については、昭和 40 年代に建設された住宅の老朽化が進み、

維持管理に要するコストが増加していることから、取壊しを含めた市営住宅のあり

方を検討する必要があります。 

また、民間住宅についても、高齢者や障害者などに配慮した＊バリアフリー化や

耐震化を支援する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆ 良好な住環境づくり 
◆ 市営住宅の適正管理 

◆ 民間住宅への支援 

 

 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

◆ 良好な住環境づくり ❶ 開発行為に対する指導 
◆ 市営住宅の適正管理 ❶ 老朽化市営住宅の取壊し 

❷ 市営住宅の適切な維持・管理 

良好な住宅地・居

住空間の形成 

◆ 民間住宅への支援 ❶ 住宅の耐震化 
❷ 住宅の*バリアフリー化  

市内の家屋の状況

43,56243,08142,57641,88841,108

21,420 23,76723,68423,66322,581

0

20000

40000

60000

80000

H13年 H14年 H15年 H16年 H17年

（棟）

居住用家屋
非居住用家屋

市営住宅の状況(平成 18年 3月 31 日現在) 

名 称 戸 数  名 称 戸 数   名 称 戸 数

稲 村 255 烏ヶ森 27 塩 釜 2

若 松 220 南郷屋 20 門 前 2

磯 原 20 三 島 20 福渡共同 3

錦 64 畑 中 40 福 渡 2

下厚崎 74 二 区 10 福 美 25

鍋 掛 30 計 117 前 山 10

島 方 43 中塩原 3 親 和 20

東小屋 48 古 町 10 

 

計 97

計 754 八 汐 20     

市営稲村住宅 

黒
磯
地
区 

西
那
須
野
地
区 

塩
原
地
区 

塩
原
地
区 

目指すべき方向 

施 策 の 体 系 
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成 果 指 標 

 

 

◆ 良好な住環境づくり  ❶ 開発行為に対する指導 
・新たな宅地開発については、＊開発許可制度や＊開発指

導要綱を適切に運用して、良好な住環境の創出に努め

ます。 
 

◆ 市営住宅の適正管理  ❶ 老朽化市営住宅の取壊し 
・耐用年数を経過した市営住宅については、入居者の安

全確保や周辺への影響に配慮しながら、計画的な取壊

しを実施します。 

❷ 市営住宅の適切な維持・管理 

・市営住宅の適切な維持・管理に努め、良好な居住水準

を確保するとともに、利用者ニーズと入居状況の把握

に努め、時代にあった市営住宅のあり方を検討してい

きます。 
 

◆ 民間住宅への支援  ❶ 住宅の耐震化 
・地震などによる家屋の倒壊や被害の拡大を未然に防止

するため、耐震診断の周知や、相談体制の充実に努め

るとともに、支援制度の仕組みについて検討を進めて

いきます。 
❷ 住宅のバリアフリー化 

・高齢者や障害者が安心して日常生活を送れるよう、住

宅改修支援制度の周知に努めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

開発行為事務推進事業 期間中継続 

老朽化市営住宅解体事業 期間中継続 

住宅の耐震化支援事業 期間中継続 

住宅の*バリアフリー化支援事業 期間中継続 

 

 

 

 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)    

老朽化した市営住宅
の整理戸数 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

3 戸 100 戸100 戸

施 策 の 内 容 

主 要 事 業 
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現 状 と 課 題 

 ４ 安心して活動できる空間づくり 

 

 

 

高齢化の進展や障害者の社会参加などにより、高齢者や障害者などの移動の利便

性や安全性の向上が求められています。 

このため、安全で安心な生活の確保とともに、積極的に社会参加ができるよう、

公共施設や歩道の＊バリアフリー化を推進する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

◆ *バリアフリー化の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

安心して活動でき

る空間づくり 
◆ *バリアフリー化の推進 ❶ 施設の*バリアフリー化 

❷ 道路や広場の*バリアフリー化 
 

 
 
 

まちのバリアフリー化の状況に関する満足度

5.8

7.3

10.2

52.9

43.8

45.5

46.7

51.2

54.0

46.4

26.5

28.2

27.7

34.6

26.6

25.5

25.7

17.6

22.2

22.3

14.7

15.1

12.3

16.0

0.0

0.7

0.3

0.9

1.2

0.9

1.7

5.0

4.2

3.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上 満足している

やや満足してい
る

どちらともいえ
ない

あまり満足して
いない

満足していない

バリアフリー施設 
（西那須野公民館） 

目指すべき方向 

施 策 の 体 系 
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成 果 指 標 

 
 

 

◆ *バリアフリー化の

推進 
 ❶ 施設の*バリアフリー化 

・市民が安心して、安全に利用できるよう、公共施設の
*バリアフリー化を推進するとともに、民間施設への普

及を促進していきます。 
 

❷ 道路や広場の*バリアフリー化 

・高齢者や障害者が安全で快適に通行できるよう、歩道

の路面や勾配、段差の改善を図るとともに、障害物の

撤去に努めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

西那須野駅周辺地区の*バリアフリー化 19～21 年度 

ひとにやさしいまちづくり条例適合確認 期間中継続 

 
 

 

 

 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

西那須野駅のエレベ
ーター設置箇所 

 

 
 

 

 
 

ひとにやさしいまち
づくり県条例適合建
築件数 

 

 
 

 

 
 

0 箇所 4 箇所 45 件 120 件４箇所 120 件

施 策 の 内 容 

主 要 事 業 
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現 状 と 課 題 

 ５ 体系的な道路網の整備 

 

 

 

都市化の進展や交通量の増加により、道路の安全性が損なわれるとともに、慢性

的に交通渋滞を招いている道路もあります。 

このため、幹線道路や交差点とともに、日常生活に密着した道路の改良整備を計

画的に進めていく必要があります。加えて、歩行者などの安全を確保するため、歩

道をはじめとする交通安全施設の整備を促進する必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

◆ 計画的な道路整備の推進 

◆ 主要道路網の確立 

◆ インターチェンジの整備促進と周辺道路の整備 

◆ 生活道路の整備・充実 
◆ 道路管理の充実 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

◆ 計画的な道路整備の推進 ❶ *道路整備基本計画に基づく整備

◆ 主要道路網の確立 ❶ 広域幹線道路の整備 
❷ 市街地の骨格を形成する道路の
整備 

◆ インターチェンジの整備促進と
周辺道路の整備 

❶ インターチェンジの整備促進と
周辺道路の整備 

◆ 生活道路の整備・充実 ❶ 生活道路の整備 
❷ 交差点の改良 

体系的な道路網の

整備 

◆ 道路管理の充実 ❶ 道路維持管理の強化 
❷ 道路環境の保全･向上 

道路の舗装状況

829.5822.0
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施 策 の 体 系 



 90

成 果 指 標 

 

 

◆ 計画的な道路整備の
推進 

 ❶ *道路整備基本計画に基づく整備 
・＊道路整備基本計画に基づき、計画的かつ体系的な道路

整備を推進します。 
 

◆ 主要道路網の確立  ❶ 広域幹線道路の整備 
・国や県、近隣市町との連携を強化し国道 4号と 400 号、

県道矢板那須線などの整備促進を図ります。 

❷ 市街地の骨格を形成する道路の整備 
・地域の一体性の確保や市内の均衡ある発展を図るため、

県道西那須野那須線と新南下中野線の整備促進に努め

ます。 
 

◆ インターチェンジの
整備促進と周辺道路

の整備 

 ❶ インターチェンジの整備促進と周辺道路の整備 
・地域の活性化や市民の利便性を向上するため、（仮称)

黒磯インターチェンジと周辺道路の整備促進を図りま

す。 
 

◆ 生活道路の整備・充
実 

 ❶ 生活道路の整備 
・安全で快適な生活環境を維持するため、道路改良や歩

道の整備とともに、砂利道の舗装化や側溝の整備を推

進します。 
❷ 交差点の改良 
・交差点の改良を進め、交通渋滞の解消に努めます。 
 

◆ 道路管理の充実  ❶ 道路維持管理の強化 
・道路の安全性を確保するため、道路パトロールの強化

を図り、路面の適切な維持管理に努めます。 
・民間委託を推進し、冬期間の除雪に適切に対応します。

❷ 道路環境の保全・向上 
・道路植栽や街路樹の剪定及び道路清掃等、沿道の景観

や環境に配慮した管理に努めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

(仮称)黒磯インター整備関連事業 19～21 年度 

新南下中野線道路新設改良事業 期間中継続 

幹Ⅰ－３号線道路新設改良事業 19～21 年度 

埼玉鳥野目線道路新設改良事業 期間中継続 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

道路改良率 

 

 
 

 

 
 

舗装整備率 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
58.8% 59.8% 70.4% 72.2% 59.8% 72.2%

施 策 の 内 容 

主 要 事 業 
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現 状 と 課 題 

６ 雨水排水対策の推進 

 

 

 

市民生活に密着した河川が少ないなかで都市化が進んできた結果、降雨時の浸水

被害が低地や市街地で慢性化するなど、総合的な対策が求められています。 

このため、雨水の放流先となる河川の改修を促進するとともに、公共下水道雨水

幹線や道路側溝の整備を計画的に進め、浸水被害の防止に努める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

◆ 雨水排水対策の推進 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

雨水排水対策の推

進 
◆ 雨水排水対策の推進 ❶ 河川整備の促進 

❷ 下水道雨水幹線等の整備 

 

 

 

◆ 雨水排水対策の推進  ❶ 河川整備の促進 
・雨水排水の放流先を確保するため、一級河川蕪中川の

延伸や熊川・相の川の改修ととともに、蛇尾川の護岸

や流路工の整備促進に努めます。 
❷ 下水道雨水幹線等の整備 

・市街地の浸水被害を解消するため、下水道雨水幹線や

道路側溝の計画的な整備に努めます。 

普通河川の整備状況の推移

19.7019.60
19.0018.9018.80

39.4 39.6 39.7 41.0 41.2
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延長 整備率

(km) (％) 

雨水管埋設工事 

目指すべき方向 

施 策 の 体 系 

施 策 の 内 容 
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成 果 指 標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

南郷屋堀改修事業 19 年度 

雨水準幹線整備事業 期間中継続 

下水道雨水幹線の整備 期間中継続 
 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

普通河川の整備率 

 

 

 

 

 

 

雨水準幹線の整備率

 

 

 

 

 

 
 (平成 17 年) (平成 23 年)    

雨水幹線整備面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.2% 43.3% 

387.8ha 400.7ha

4.0% 32.0% 43.3% 32.0%

400.7ha

主 要 事 業 
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現 状 と 課 題 

 ７ 効率的・効果的な下水道の整備 

 

 

 

生活環境の向上と＊公共用水域の水質を保全するため、総合的な生活排水対策の

推進が求められています。 

このため、公共下水道や＊農業集落排水、＊合併処理浄化槽などの整備手法を検討

し、地域の状況に応じた、より効率的・効果的な事業の促進を図っていく必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

◆ 下水道の整備 

 

 

 

 

 

 

施  策 目指すべき方向 具 体 的 な 施 策 

効率的・効果的な

下水道の整備 
◆ 下水道の整備 ❶ 総合的な生活排水対策の推進 

❷ 水洗化の普及・促進 
❸ 施設の維持補修 

 
 
 

 

◆ 下水道の整備  ❶ 総合的な生活排水対策の推進 
・事業効果の検証とともに、地域の状況に応じた生活排

水対策を推進するため、費用対効果を含めた総合的な

検討を加えながら、公共下水道や*農業集落排水、*合併

処理浄化槽の整備を進めます。 

(％) 公共下水道の推移

51.249.648.147.345.9

82.1
85.885.184.5

83.1
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下水道普及率 下水道水洗化率

黒磯水処理センター 

目指すべき方向 

施 策 の 体 系 

施 策 の 内 容 
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成 果 指 標 

・下水道事業の健全化を図るため、適正な使用料の設定

と収納率の向上に努めます。 
・公共下水道整備が困難な地域では、＊合併処理浄化槽 

の設置を促進するため、浄化槽の設置効果や補助制度

の普及啓発に努めます。 
❷ 水洗化の普及・促進 

・水洗化率の向上を図るため、未接続者へのＰＲを積極

的に行い、水洗化の普及・促進に努めます。 
・利用者の負担軽減を図るため、融資制度や利子補給制

度の普及・啓発を推進します。 
❸ 施設の維持補修 

・＊公共用水域の水質保全を継続して図っていくため、水

処理施設の適切な維持管理に努めるとともに、管渠の補

修や清掃を定期的に行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事   業   名 計 画 期 間（H19～H23 年度） 

公共下水道の整備 期間中継続 

水洗化の普及・促進 期間中継続 
*合併処理浄化槽の普及・促進 期間中継続 

水処理施設の改修 期間中継続 

 

 (平成 17 年) (平成 23 年)  (平成 17 年) (平成 23年)

公共下水道の普及率 

 

 

 

 

 

 

公共下水道の水洗化
率 

 

 

 

 

 

 
 (平成 17 年) (平成 23 年)    

＊合併処理浄化槽の
普及率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.2% 52.9% 

9.9% 15.6% 

85.8% 87.5% 52.9% 87.5%

15.6%

主 要 事 業 


